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論文内容の要旨
本論文は近年注目を集めている注目を集めている新組織形態とその管理についての論文である。
オープン・システムとして組織を考えた場合、組織はその環境と無関係でいることはできない。企業組
織は変化する環境に適応するため、新しい戦略や組織形態、管理子法を創造・採用することを繰り返して
きた。しかし、企業が近年直両している環境変化、特に情報技術の発達とその普及は、産業革命以来のイ
ンパクトを持っともいわれており、そのような環境変化に対応するための新しい戦略や組織形態の模索が
今も行われている。
そのような中、注目を集めているのが「新組織形態 (~ew OrganIzationa) Forms)Jである。新組織
形態は従来の組織が現夜の環属で直面する問題の解決策とも見なされており、精力的な研究が進められて
いるが、未だに理論的解明が不十分で、あり、同様のコンセプトに異なるラベルが付けられているものも多
いという問題がある。
本論文の目的は、そのような混乱に満ちた新組織形態に関する研究を整理し、新しい戦略や組織形態の
多くに共通する概念、を明らかにした上で、それらが正しく機能するような組織や管理のあり方について考
察することである。そのため、五つのパートにより鴇成される本論文は、環境の変化から、それに応じた
戦略と組織、そして、そこで行われる協働と管周という広範な領肢を扱うことになる。
第一章では、現在の環境変化を競争環境、情報技術、人間観の二つの視点より考察し、それらの環境変
化に対応するには、外部経常資源の利用を日J能にする提僕戦略と、情報技術の利用や学習によって向上し
た個人の能力を十分に活用し、柔軟に変化することのできる組織が求められていることを明らかにした。
第二章では、新組織形態、の象徴ともいえるネットワーク組織の中でも、提携戦略と関わりをもっ組織出
ネットワーク組織に関する研究を、その目的と特徴に!むじて「業務相J r学習型J r創造型Jのごつに類
型化した。これらはその目的の遣いによって必要となる能力や相互作用の程度が異なっているので、これ
らを正しく機能させるためには、価値システムと組織間組織、そして能力の連結の場であるインターフェ
イスの設計が重要となる。
第三章では組織内ネットワーク組織に関ーする研究を整理した。これは桐人の能力を活用し柔軟に変化す
る組織との関係が深く、その目的と特徴に応じて「情報型J r協働型J r di場担」の三つに類型化できる。
これらは、電子的コミュニケーション手段の利用、チームの積極的な利用、そして巾
て、 i従注来の組織とは異なる新しいインタ一フエイスを採用することで、組織が也而するさまざまな問題を
解決しようとしている。
第四章では、新組織形態の一つである仮想組織の分析を通じて、新組織形態が協働に 1jえる影響を考察
し、.新組織形態の分析枠組みを提不した。新組織形態には「空間的・組織的障壁を越えての協働が可能」
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という特徴があるが、これが組織に与える影響を考慮するためには、 f情報伝達層J r協働実行!百J r権
限構造層」という性質の巽なる層の複合体として組織を把握することが1::J・効である。
第五草では、従来の組織における管理が新組織形態で直面する課題について明らかにし、新しい管理の
方向性について考察した。この新しい管理の忘向性を、前章で提示した多層複合体という観点、から分析す
ると、何らかのシステムによって規定する「タイト・パインドの管理」と、個人主導の柔軟な変化が可能
な「ルース・パインドの管理Jに分類できる。新組織形態においては、その主体が fシステムから人へ」
と移行するが、それは個人の負担の増大をも意味しており、個人を支援するためのシステムの創造が急務
である。
論文審査の結果の要旨
本論文は、 1980年代以降新しく展開されたネットワーク組織と仮想組織を主たる内容とする新組織形態
(New Organizational Forms)の特質について、戦略的コンティンジェンシ一理論の立場から分析した
ものである。新組織形態についてはすでに80年代、例年代を通じて多くの議論がなされてきているが、こ
の展開の過程で新組織形態の研究は総じて多様化・拡散化の傾向をたどり、新組織形態を統一的に論じる
コめの分析枠組みを提示する努力はあまり払われてこなかったと言ってよく、したがって、この共通の分
析枠組みを提示することが現段階における重要な研究課題となっている。この論文の特徴は、このような
問題を強く意識しつつ、ネットワーク組織に関する類暇化の作業と仮想組織の特質の検討を通じて、新組
織形態を統一的に論じるための著者独向の分析枠組みを挺示している点にある。
本論文の構成は、目的意識と研究課題を論じた序論部分に続いて、第 l章で新組織形態出現の背景とな
った 3つの経営環境の変化を明らかにし、次いで、第2章と第3草ではそれぞれ組織間ネットワーク組織
と組織内ネットワーク組織について類型化を行い、第4語では仮想組織の有効性の吟味を通じて、 「多層
複合体」と呼ばれる、組織の分析慨念が提示されている。第5章では、 「多層複合体としての組織」とい
う観点、からの伝統的組織形態と新組織形態の比較検討を通じて、情報技術を利用した過程のモニタリング、
結果と結びついたインセンティブによる管理、文化による内雨化されたコントロールの 3つが、新たな管
理の応向性として示され、結論部分では、本論文の貢献と課題がまとめられている。
本議文の意義は、以下の3つの点に認められる。まず第lに、ネットワーク組織について著者独自の類
型を提示した点にある。著者は、ネットワーク組織をまず、組織間ネットワーク組織と組織内ネットワー
ク組織に分け、ネットワーク組織形成の目的と特徴の遣いから、組織問ネットワーク組織を業務型、学習
型、創造型に、また組織内ネットワーク組織を情報型、協働型、市場型に頬型化し、各類型の差別的特質
を明らかにした。ネットワーク組織研究の塙矢でありその後の研究の里科襟となったマイルズ=スノーの
業績に対する批判的吟味から牛まれた著者独自の成果である。
第2の窓義は、 「多層複合体j という新しい分析慨念、を提不した点にある。旧来型組織の空間的・組織
的障壁を軽減するとされる仮想(組織の有効件を吟味する中から、これらの障壁は組織活動の諸側面に均・
の影響を与えるわけではないことを明らかにし、性質を異にするいくつかの層(Iayer)、すなわち①モノ
に対して直接作用を及ぼすことはできないが、情報伝達に関しては牢問的障壁による制約をあまり受けな
い情報伝達層、②モノに対する直接作用を及ぼすことができるが、物理的作業について空間的障壁による
制約を強く受ける協働実行層、③組織的障壁の中核を構成する権限構造層という 3つの層の複合体として
組織をとらえることの有用性を主張し、 J乍間的・組織的障壁を越える協働を可能にする 3つの層の組み合
わせを提示した。
第3は、これまでほとんど焦点の当てられなかった要素組織相互間を連結する場たるインターフェイス
の諸問題を明らかにし、その解決応向を示した点にある。
-389-
以上の窓義に対して、組織的障壁として組織文化の違いを十分に:考慮する必要があること、理論的成果
をより具体的レベルで精織化するなど、残された課題も存在する。しかし、これらの課題は上述の意義を
損なうものではない。よって、審査委員会は、本論文が博士 (経営学)の学位授与に値するものであると
判断した.
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